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１ 研究テーマ

「生徒の意欲を引き出す授業づくりを目指して」

（少人数授業の効果的な進め方を通して）[第二回]

2 授業改善研究会の予定

第１回 平成１９年５月３０日 (水 )

第２回 平成１９年６月２０日（水） 研究授業・研究協議

研究授業【授業者 荒光 真衣先生（久留米中）】

司会 東中 記録 南中

第３回 平成１９年９月１９日（水） 研究授業・研究協議

研究授業【授業者 上堤 郁香先生（西中） 】

司会 大門中、 記録 中央中

第４回 平成１９年 月 日（ ） 研究授業・研究協議

研究授業【授業者 西 伸一郎先生（下里中） 】

司会 、 記録

第５回 平成２０年２月１３日 (水 ) 講演会

３ 少人数・習熟度別授業の基本的な考え方

(1) 都は指導方法の在り方をＴＴから少人数にシフト。

・平成１４年度、文部科学省は「学びのすすめ」の中で、「少人数授業・習熟度別指導

など、個に応じたきめ細かな指導を推進し、基礎・基本の確実な定着や自ら学び自ら

考える力の育成を図る」ことを提言した。

・英語科は学習の過程において学力差が出やすい教科であり、中学校入学の時点で、基

礎・基本が身に付いていなかったり、初期の段階から不適応を起こしやすい教科でも

ある。このような実態を踏まえ、少人数・習熟度別学習の充実を図る必要性がある。

・一人一人の学びの違いに着目し、きめ細かな支援を行う体制を整え、生徒の実態を把

握し、それに合わせた教材の作成、指導法・評価の工夫などに重点を置くことが大切

である。また、習熟度別学習集団の編成を定着させる過程で、その準備段階として「生

徒同士の良好な人間関係作り」「生徒一人一人の良さを認め合う心の教育」の推進を

図ることが不可欠である。

・教科指導はその教科の学力を身につけさせることが目的であるが、それは同時に生徒

の人格形成をも担うものである。教師と生徒さらに生徒相互の信頼関係づくりを基盤

として、原点に立ち戻ることも重要な要素である。

(2) 具体的な授業の進め方

・生徒一人一人の習熟の程度に応じるなどのきめ細かな指導を一層充実させるためには、

何よりも生徒の学力評価を教師の指導改善に直結させることが重要である。言い換え

れば、学力評価の機能化を図った指導改善による学力向上を行う。

・授業時数の確保はもちろん、よりきめ細かな指導計画と個人差に応じた指導体制の必



要性を強く認識し、教育課程の中に少人数・習熟度別授業と「選択教科」における補

充学習・発展学習などを位置づけ取り組む。

・一人一人の生徒の状況を判断し、どのような指導を必要としているか、何がわかり、

何が身に付いたのか、なぜ身に付かないのか、考えながら日々、教材や指導方法を工

夫する。

・一般的に教師は、様々なタイプの生徒の良さを引き出しながら行う一斉指導に慣れて

おり、等質の生徒集団を指導するのには違和感を覚え、教師自身の意識改革が求めら

れる。また少人数であるが故に、一人一人がよく見え、きめ細かな指導を行うため、

後戻りや繰り返しが多くなり、かなり時間がかかってしまうが、地道に対応すること

が大切である。

・個別の指導計画と教材を必要とする生徒も少なからずおり、１５人程度の少人数学習

集団の編成では十分に対応できないという現実もある。しかし、少人数授業を肯定的

に受け止め、自己の学習を見つめ、努力しようとする生徒が増加しているげんじつも

ある。授業を変えることにより、生徒の学習意欲を高めていく。

・少人数・習熟度別学習では、それぞれのコースの生徒たちに合った形の指導ができる

点と、きめ細かな指導ができる点で生徒たちの学習に対する取り組み方が良くなる。

臆することなく質問をし、伸び伸びと意欲的に授業に参加する生徒を増やしていく。

・基礎コースの指導については、さらなる工夫が必要である。個別に対応しなければな

らないケースが多く、しかも指導方法に多様な工夫を要求される。通常の大集団の中

で互いに影響し合い、教え合う中で育つ意欲や学習そのものへの気付きも大切にして

いく。

4 授業考察のポイント

【経過分析】

(1) 学習は指導案のとおり進められているか。

(2) 生徒が指導案のとおり反応しない場合に、教師はどのようにこれに対処しているか。

(3) 生徒の表情には生き生きとした学習意欲が見られるか。

(4) 個々の学習意欲を消化することのできる生徒とできない生徒の比率はどうか。

【結果分析】

(1) 予定した指導内容の定着化が見られたのはどこか。

(2) 誤りの傾向が見られるのはどこか。また原因は何か。

(3) 生徒は英語を実際に使ってみたいという気持ちを持つようになったか。
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【東中学校 井田 宗宏】


